
皆
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
で
自

粛
生
活
が
長
く
続
い
て
い
ま
す
。
心
身

共
に
少
し
ず
つ
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？ 

 市
職
労
退
職
者
の
会
の
活
動
も
２
月
末
か
ら
休
止

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
退
職
者
の
会
で
は
三
役
会

議
等
を
開
き
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
の
推
移
な
ど
も
検
討

し
た
結
果
、
少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
す
る
方
向
で
企

画
を
立
て
ま
す
。 

 

ま
ず
は
「
低
山
登
り
」
や

「
小
旅
ク
ラ
ブ
」
の
活
動

か
ら
再
開
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

山
好
き
同
好
会
の
企
画 

 

秋
の
「
高
良
山
」
に
登
ろ
う 

 

今
、
東
北
の
高
い
山
々
は
、
赤
・
黄
・
緑
に
彩
ら
れ

た
虹
色
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
10
月
初
め
に

青
森
県
の
八
甲
田
山
と
秋
田
県
の
岩
手
山
に
登
り
、

麓
に
広
が
る
広
大
な
湿
原
を
歩
き
ま
し
た
（
Y
）
。 

 

「
山
好
き
同
好
会
」
で
は
、
５
月
に
予
定
し
て
い
ま

し
た
久
留
米
市
に
あ
る
「
高
良
山
」

（
３
１
２
ｍ
）
に
登
り
ま
す
。
高
良

大
社
に
続
く
古
い
石
畳
を
歩
き
ま

す
が
、
九
州
オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
に

も
選
ば
れ
て
い
る
気
持
ち
の
良
い

山
道
で
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。 

日
時 
10
月
24
日
（
土
） 

集
合 
JR
久
留
米
大
学
前
駅 

 
 
 
 

10
時
00
分
集
合 

準
備 

登
山
シ
ュ
ー
ズ
、
弁
当
・ 

 

水
筒
・
手
袋
・
ス
ト
ッ
ク 

＊
雨
天
の
場
合
は
前
日
夕
方
に
は 

連
絡
し
ま
す
。（
登
録
者
の
み
） 

＊
事
前
に
参
加
予
約
を
し
て
ね
！ 

 
 
 〈

山
好
き
同
好
会
〉 

 
 

日
時 

11
月
14
日
（
土
）
９
時
半 

 
 
 
 
 

JR
福
吉
駅
前
に
集
合 

 
 

場
所 

十
坊
山
（
６
３
９
ｍ
）
糸
島
市 

 
 
 
 
 

往
復
４
時
間
半
を
予
定 

 
 

日
時 

12
月
19
日
（
土
）
９
時
半 

 
 
 
 
 

JR
福
岡
教
育
大
学
前
駅 

 
 

場
所 

城 

山
（
３
６
９
ｍ
） 

 
 
 
 
 

往
復
３
時
間
半 

＊
＊
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
き
ま
す
＊
＊ 

筑
豊
の
中
心
「
直
方
」
か
ら
若
松
へ 

 

江
戸
時
代
は
長
崎
街
道
に
沿
っ
て
城
下
町
が
形
成

さ
れ
黒
田
長
政
の
四
男
（
黒
田
高
政
）
が
福
岡
藩
か

ら
分
封
さ
れ
て
東
蓮
寺
藩
を
起
こ
し
、
後
に
直
方
藩

と
改
称
さ
れ
た
。
明
治
か
ら
昭
和
30
年
代
ま
で
筑
豊

の
各
地
か
ら
石
炭
を
列
車
で
若
松
ま
で
運
搬
す
る
た

め
の
中
継
地
と
し
て
直
方
機
関
区
が
置
か
れ
大
き
く

栄
え
た
。
当
時
の
栄
え
た
時
代
を
偲
ば
せ
る
建
物
や

旧
商
店
が
な
ど
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

 
 

日 

時 

11
月
20
日
（
金
）
9
時
02
分
発 

 
 
 
 

 
 

JR
吉
塚
駅
は
05
発
（
直
方
行
き
） 

 
 

旅 

先 

直
方
～
若
松
を
散
策 

 
 

交
通
費 

博
多
→
直
方
（
９
５
０
円
） 

 
 
 
 
 
 

直
方
→
若
松
（
５
７
０
円
） 

 
 
 
 
 
 

若
松
→
博
多
（
１
６
５
０
円
） 

 
 
 
 
 
 
 

18
時
帰
着
予
定 

 
 

 
 
 
 

（
合
計 

３
，
１
７
０
円
） 

 
 

申
込
先 

市
職
労
書
記
局 711-4940

又
は 

            

役
員
（
横
多
）090-1346-7117

 

 
 

〆
切
り 

11
月
16
日
（
月
）
ま
で 

 
 

注 

意 

コ
ロ
ナ
対
策
で
マ
ス
ク
着
用
厳
守 

 

だ よ り 

Nｏ54号 
2020．10．15 

 

 

10 月 5 日に八甲田山に登り、裾野の広大な湿原

歩きと紅葉を楽しみました。 

 



コ
ロ
ナ
危
機
で
広
が
る
貧
困 

 

嘘
と
詭
弁
と
公
文
書
改
ざ
ん
が
な
ぜ
？ 

突
然
の
安
倍
首
相
辞
任
で
し
た
が
、
新
た
に
誕
生
し
た
菅

内
閣
は
、
国
民
の
間
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
生
活
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
中
に
も
、
就
任
早
々
か
ら
国

民
に
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
掲
げ
て
安
倍
政
権
の
政
策

を
引
き
継
ぐ
と
表
明
し
ま
し
た
。 

菅
総
理
は
、
早
く
も
日
本
学
術
会
議
委
員
任
命
で
意
に
沿

わ
な
い
学
者
を
排
除
す
る
た
め
名
簿
改
ざ
ん
と
い
う
法
律
違

反
（
学
術
会
議
法
）
を
公
然
と
行
う
な
ど
強
権
姿
勢
を
露
わ

に
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
批
判
が
強
ま
る
と
突
如
『
補
助

金
10
億
円
を
出
し
て
い
る
の
に
10
年
間
も
答
申
が
な
い
、

前
例
踏
襲
を
見
直
し
て
行
革
対
称
に
す
る
』
と
言
い
だ
し
、

関
係
の
無
い
問
題
を
持
ち
出
し
て
争
点
の
す
り
替
え
を
図
り

国
民
の
批
判
を
逸
ら
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

権
力
監
視
の
精
神
を
無
く
し
た
報
道 

し
か
し
、
「
政
府
か
ら
諮
問
が
さ
れ
な
い
の
に
答
申
を
出

せ
な
い
の
は
当
然
だ
！ 

10
億
円
の
半
分
以
上
は
職
員
人

件
費
で
役
員
手
当
は
僅
か
に
年
間
７
０
０
０
万
円
程
度
で
、

２
１
０
人
の
会
員
の
会
議
出
席
の
た
め
の
交
通
費
は
年
度
末

に
は
不
足
し
て
手
弁
当
で
会
議
に
出
席
し
て
い
る
」
な
ど
の

反
論
が
あ
り
応
答
も
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は

学
術
会
議
か
ら
は
、
専
門
家
の
立
場
か
ら
多
く
の
課
題
で
政

府
に
対
し
て
様
々
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。 

こ
う
し
た
政
府
の
発
表
を
検
証
も
せ
ず
に
、
デ
マ
や
嘘
の

情
報
を
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
専
門
家
（
？
）
が
平
然
と
語
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
菅
総
理
の
マ
ス
コ
ミ
会
見
は
内
閣
記
者

ク
ラ
ブ
で
数
社
に
限
定
し
て
質
問
を
受
け
、
他
の
記
者
は
別

室
で
映
像
も
な
く
マ
イ
ク
か
ら
流
れ
る
声
だ
け
を
聞
か
さ
れ

る
と
い
う
異
常
さ
に
外
国
人
記
者
か
ら
は
他
国
で
は
考
え
ら

れ
な
い
と
批
判
さ
れ
る
始
末
で
す
。 

生
活
支
援
費
の
申
請
が
43
万
件
に
も 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
倒
産
・
廃
業

が
増
え
、
コ
ロ
ナ
関
連
失
業
が
６
万
人
以
上
に
の
ぼ
り
『
半

失
業
』
状
態
に
あ
る
人
を
加
え
る
と
20
万
人
余
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
月
額
20
万
円
を
３
ヶ
月
間
借
り
ら
れ
る
生
活
支

援
費
の
申
請
件
数
は
３
月
か
ら
９
月
末
ま
で
に
43
万
件
を

超
え
、
現
在
ま
で
に
貸
し
付
け
が
決
ま
っ
た
の
は
約
41
万
件

（
約
３
０
０
０
億
円
）
に
達
し
、
今
後
も
さ
ら
に
増
加
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
危
機
へ
の
対
応
で
は
国
民
の
間
に
差
別
と
分
断
も

広
が
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活

に
困
窮
す
る
非
正
規
労
働
者
、
外
国
人
技
能
実
習
生
、
母
子

家
庭
や
障
害
者
の
人
た
ち
な
ど
弱
い
立
場
の
人
た
ち
に
大
き

な
し
わ
寄
せ
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

政
府
の
対
応
は
、
ま
る
で
「
自
己
責
任
」
を
問
う
か
の
よ

う
に
各
種
政
策
も
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
、
こ

れ
か
ら
年
末
に
向
け
て
企
業
倒
産
が
さ
ら
に
広
が
り
、
失
業

す
る
人
た
ち
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
学
術
会
議
か
ら
国
民
へ
の
訴
え 

世
界
の
多
く
の
科
学
者
が
今
回
の
世
界
的
規
模
に

お
け
る
感
染
症
爆
発
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
の
背
景
に
は
、

地
球
規
模
に
お
け
る
環
境
破
壊
が
あ
る
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。
日
本
学
術
会
議
は
会
長
声
明
と
し
て
、
『
現

状
の
道
を
進
め
ば
、2

0
4
0
 

年
前
後
に
は
地
球
温
暖
化
が
産

業
革
命
以
前
に
比
べ
て
「1

.5

℃
」
を 

超
え
、
気
象
・
水
災
害

が
さ
ら
に
増
加
し
、
生
態
系
の
損
失
が
進
み
、
私
た
ち
の
生

活
、
健
康
や
安
全
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
避
け
る
に
は
、

世
界
のC

O
2

排
出
量
を
今
す
ぐ
減
ら
し
は
じ
め
、
今
世
紀
半

ば
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
道
に
大
き
く
舵
を
切
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
は
、
た
だ
「
我
慢
や
負
担
」

を
す
る
の
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
、
都
市
、
農
業

な
ど
の
経
済
と
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
こ
と
で
、
豊
か

に
な
り
な
が
ら
こ
れ
を
実
現 

す
る
道
が
、
ま
だ
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
世
界
で
そ
の
た
め
の
取
組
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

わ
が
国
を
含
め
世
界
の
現
状
は
ス
ピ
ー
ド
が
遅
す
ぎ
ま
す
。 

少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
生
産
、
消
費
、
投
資
、
分
配

と
い
っ
た
経
済
行
為
に
お
け
る
選
択
を
通
じ
て
、
そ
し
て
積

極
的
な
発
言
と
行
動
を
通
じ
て
、
変
化
を
加
速
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
我
々
科
学
者
も
国
民
の
皆
さ
ま

と
強
く
協
働
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
』
と
訴
え
て
い
ま
す
。 

地
球
か
ら
の
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ 

日
本
で
も
世
界
で
も
、
毎
年
の
よ
う
に
「
50
年
、
100
年
に

一
度
」
と
言
わ
れ
る
大
規
模
自
然
災
害
が
多
発
し
、
台
風
（
ハ

リ
ケ
ー
ン
）
も
森
林
火
災
も
水
害
も
巨
大
化
し
て
甚
大
な
被

害
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
（
世
界
的
感
染
症
拡
大
）
は
、
人
類
に
突
き
つ
け

ら
れ
た
ガ
イ
ア
（
地
球
生
命
体
）
か
ら
の
警
告
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
様
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
後
、
50
年
後
・

100
年
後
生
き
る
子
や
孫
た
ち
の
安
全
で
健
康
が
守
ら

れ
る
暮
ら
し
が
続
く
か
ど
う
か
は
、
そ
の
政
策
選
択
に

掛
か
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

  《
第
12
回
退
職
者
の
会
総
会
の
中
止
と 

役
員
任
期
の
延
長
に
つ
い
て
》 

市
職
労
退
職
者
の
会
役
員
会
は
、
来
年
一
月
に
予

定
し
て
い
ま
す
「
第
12
回
総
会
の
開
催
」
を
中
止
し

て
文
書
に
よ
る
報
告
と
し
ま
す
。
ま
た
、
次
期
総
会

で
は
役
員
改
選
の
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
状
況
下
で

は
改
選
が
難
し
い
と
判
断
し
、
現
役
員
の
任
期
を
一

年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
尚
、
健
康
上
の

都
合
で
一
名
の
方
に
つ
い
て
は
延
長
し
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

経
過
報
告
お
よ
び
次
期
方
針
は
12
月
に
発
行
予

定
の
「
だ
よ
り
55
号
」
で
報
告
・
提
案
し
ま
す
。
ご

意
見
、
要
望
等
は
組
合
書
記
局
又
は
役
員
・
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

市
職
労
書
記
局 

092-711
-4940 

事 

務 

局 
090-1346-

7117 

横
多 


